2009年10月24日
東アジア環境史協会（AEAEH= The Association for East Asian Environmental History）が設立されました。現在、AEAEHではホームページ（http://www.aeaeh.org/）が立ち上げられています。以下は、8月22日の時点で作成したお伺いです。

また、日本の関係者向けには、情報共有を目的として、研究会の案内、研究プロジェクトの立ち上げなどができますように、双方向的なホームページ（http://dlpweb.ed.kagawa-u.ac.jp/main/）を開設しています。投稿を希望される方は村山までご連絡ください。
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各位
東アジア環境史協会（仮称）設立構想について（お伺い）

2009年8月22日
　１．経緯

　去る８月４日より８日にかけて、コペンハーゲン（デンマーク）およびマルメ（スウェーデン）において第１回世界環境史会議（the First World Congress of Environmental History）が開催されました。環境史に関する学会はこれまでアメリカ、ヨーロッパなどでそれぞれ個別に開かれていましたが、このたび初めて環境史研究にたずさわる各国の研究者が一堂に会して、開催されました。参加者は総勢５６０名、日本からも１５名が参加しました。

　この会議は、地域単位の学会に加えて、いくつかの研究機関も参加した国際環境史研究コンソーシアム（ICEHO：the International Consortium of Environmental History Organizations） によって実施されましたが、残念ながら東アジア地域にはこのような連携組織がありませんでした。そこで会期中に、台湾・中央研究院副院長、劉翠溶 (Liu Tsui-Jung)氏を中心に、日本、台湾、中国の研究者が意見交換を行った結果、The Association for East Asian Environmental History （AEAEH　東アジア環境史協会）を設立することを決定しました。３ヶ月から半年以内に各国の賛同者を募った上で、2011年をめどに第１回の大会を開催しようという意気込みです。

　

　２．組織

　現在のところ、別掲の英文提案書にある通り、劉翠溶 (Liu Tsui-Jung)氏の所属する台湾・中央研究院に便宜を図っていただき、近々にウエッブ・サイトを立ち上げるところまで決まっています。

　これまでの認識では、個々の研究者が個別に参加する方式を問えることになると思いますが、日本側の関係者がこれからどのように関わっていけばよいかは検討課題です。

　日本側の組織のあり方に関しては、日本環境史学会のような組織の設立を急ぐことなく、個別の学会組織の独立性を尊重して、研究者個人または学会代表からなるコンソーシアム方式が適当ではないかと考えておりますが、適当な時期に会合をもって方向性を決定してはいかがでしょうか。

３．連絡先の登録

　とりあえず、コペンハーゲンの大会に参加して劉教授と意見交換を行った村山聡（香川大学）と鬼頭宏（上智大学）が日本国内での呼びかけ人となって、環境史研究者の皆様に声をかけさせていただいております。趣旨に賛同される方、関心をお持ちの方は別紙にてお名前を登録していただきたく、またご意見をお持ちの方はぜひ、下記連絡先にお声をお寄せいただきたく存じます。

村山　聡　<muras@ed.kagawa-u.ac.jp>

（香川大学教育学部教授／インターナショナルオフィス長）

鬼頭　宏　<kitou-h@sophia.ac.jp>

（上智大学経済学部・大学院地球環境学研究科教授／上智大学地球環境研究所所長）


Rationale for Establishing the 


Association of East Asian Environmental History


(AEAEH)





More than twenty scholars doing East Asian environmental history participated in the First World Congress of Environmental History convened by the International Consortium of Environmental History Organizations (ICEHO) in Copenhagen and Malmö during August 4-8, 2009. Because East Asia is not well represented among the current members of ICEHO, many of us who joined in a discussion during the conference agreed to form an association and named it the Association of East Asian Environmental History (AEAEH).


The AEAEH will be an organization of individual members engaged in doing research on East Asian environmental issues with historical perspectives. Scholars from fields related to environmental studies, such as history, archaeology, literature, ethics, anthropology, geography, demography, economics, sociology, law, biology, ecology, agronomy, nutrition, medical science, public health, meteorology, geology, and engineering (energy, hydrology, municipal engineering), are all welcome to become members. Interdisciplinary approaches will be emphasized and within the sphere of East Asia a wide temporal span will be covered. Comparative studies, of course, will also be encouraged.


A website of AEAEH will be set up by Academia Sinica to serve as a newsletter and for communications. The Computing Center of Academia Sinica has informed Prof. Liu Ts'ui-jung that it would take about one month to set up the website. For this, we will need some preliminary information; please do not hesitate to send suggestions.
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